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学習感灘訟か=会バr-~、路
一 12月から高齢者にパソコンを指導-

...熊野川、 IfHI戎川の淑 しJ 付近。 渡し舟を体験する高絞生たち !

新自 di に ある県立新宮尚業高校の生徒

たちが、 μ休み期間Ij-I の8月4R から 6EI

まで3 日 11\1 、利l歌山大学経済学部の教員

の指導で、地域の械々な問題をテーマに

探求的~?-1習を行ない、 ホームページ (HP)

を作成しました。 12刀には地域の高齢者

にパソコンの指導を行なう計闘です。

これは 、 きのくに活性化センターが和

敬111!I，tの委託事業 rf._1~徒が先生lPC教室j

の一部として IJtHIH したものです。探求的

学刊には、新日 ，ffj業3年生の課題研究 「情報処瑚IJ の選択1.-1:従のうち 1 6人が参加し、 3:F!lEに分か

れてフィールドワークを行ない、 HPを作成しました。

このうちの- .つの班は、 地域住民の医療・健康を支える新山市川均成センターで関係者から

診掛科 1 1 や施設など I~ ~取の現状について聞きました。そ して、学校でこれからの医療サービス

のあり /iについて話し合い、その結果をHPに作成しました。 参加した生徒のなかには看護士志

望の生徒もおり 、 指導にあたった佐藤周助教授は f病院を本1I川行の立場からみる作業は、 高校

生にはこれまであまり経験がなかったことだと思うが、 ïlí lJ込 町♂

の一人として病院について考え、 問題意識をもっ機会になっ

た ら うれししリと訴しています。

また 、 >JUの班は商店街の活性化をテーマに選ぴ、新官市内

の仲之町、 )，H~j 111&商店街で空き店舗の実態を調査 し、商店街

の人たちに課題や取り組みのIlUき取りをしました0 ・ メ ， Jh対
もうひとつの班は熊野川の水上交通がテーマで、怖のない Fi AJ , て二、てU

駒- , ‘~~申 → - ...... 圃匝ζ?司

114'代に i慢し)\+がどのように利用されてきたのかを掠るため、 L.:チ担;fDmn烹?界的ij'Ü!んり詩的を向日

進!??;f市と対}予の紀官11町、上流の熊野川町、 紀平lI lUTのかつての波し防あとを訪れ、 渡し舟の元船

出1さ んや利川行から 当|時の総子を聞きま した 。 紀'-if. IUTでは、 地元の人たちの協力で川舟に乗り、

げの「成川の波しj を迫体験、熊野川の魅力や変避について巧えました。

拍~;1< I'~J ''? {JlI は以立南部高校でも実施され、両校では 1 2 )-J か ら米作 1 月にかけて、今度は生徒

が先生になって、地7冗Cの高i齢胎者にパソコン指導するとともに l品:f仏山.〉7刊.J'

トIPに以映させることにしています。



人放感お弘樹域焼以
~京都府・大宮町の人材育成とコミュニティーづくり~

手1111炊 111 大学経済学部助教授

きのくに活性化センター企画運営委11 鈴木 裕範

「地域に人がいないj、「リーダーとなる人材が育たないj という高を、地域づくりに関わる人たち

から間きます。確かに、「人j は重要な問題です。 「人J なくしてあらゆる活動は発展せず、これはす

べての組織にいえることです。しかし、本当に {人j は不在なのでしょうか、問題を考えるヒントが

京都府・大宮町の町あげての「人づくりJ の実践のなかにあります。

10月初めに大宮町を訪ね、目Tや地域づくりに取り組むリ ーダーら関係者に会い、話を間きました。

これは、大宮町からの人づくりの報告です。

大':t'; l lI r，ま、ボ都府北部門後下品の人り しl にある人 1-1 約 l 万 l 千

人のIllJである 。 「丹後ちりめんJ と良質のコメの産地と して発

展してきた この IUfが人材行成の取り *ltみを飴めたのは 、

1 980 11: I~ '1" ばにさかのぼる " IIIJ 、

町 Il}j r 会、 11可店協が1I '，I，1t、例人会 ~l

も 主主りけjprr小l強 f羽ばたく)\-::!;在f .ti'

の会 J (:ìJ.仕事)i .I 0Y) を組織、 さらに

1 992{1~に f大山 11可活性懇談会J を

設立する 。 こうした組織を4主催にし

を jffi して“わがむらの活性化計IITjj " を涼定する 。 ある地l支の委

員会でまとめられた#業に要する tJtm は470偲円と し づ“少の

プロジェク ト案"となった。行政は道路、 トンネ 1レ、 l瓜|場経備、

浄水J易の建設など、 委員会の捉汽で

i車計と'j\1J UlIr したちのに対J必ずる 。 そ

の代わ り、 jid策した住民生〉事業の尖

胞に |均 )J し責任を持つ。 この取り 制 l

みの1]:1心になったのが、“人づくり型"

で学んだ住民であった。 リーダ一候

:、り ifrifffU121f: 三一一離帯蕗事議議議 !;ffr;γ;はi:?
の勉強会の|別 111; 、 住民レベJレでのワ : ...周囲を山に図まれた大宮町の中心部 ; 次のド行にの 1) ーダーを筒成する「ア
ークシヨヅプなとを活発化させてい :… - 一一一… . . ....・…… o ・ e ・..，・ H ・ .. .・ 0 ……: グリ 21 量生j がスタートした。

く I これからの1111'の リ ーダーを行成する。地域づくりに似張 大山'11汀 も市町村台併、 1 11111 削地以を抱え人n の 1]1心部集巾、

る人を計てる 』 のが、 1 1 的であった 出業 . !也場産業のJ振興など請書R也ーがある 。 そのなかで、析しい

懇談会の.iHl は 1 0入、 Jr:6 万円の会政は例人負Mだが、月一

川の勉強会は r1rJ; 1目181時間から 10U:'j lliJ とい うハードな内科J (大

';io;llIf '1-1 州敏行|町民課長)となった。 114 初、 f'O、とつにならず、

1 O~ I :ほどは1机迫に乗らなかったj 人付fjJJJ{，プロジェク トは、 や

がてま心づくりを Jf え、fi'l 1~Ù I'I~ ~ニ隙iわる 人たちを生みIHす。

IIIf は 1 995 1f、 IIIr)人| の件地限に r1"j'づ くり 委抗会J の設凶を

働きかけたο “まちづくりは足元から始まる"という H乎びかけ

である o r こんな III rはいやJ 、抗古からはこう した戸がI:UJ こえ、

J'lt去を代表するコメどころでち泊れた民地が r~1 につき、開I1場幣

fllti ち i立まない ある l出 |メーでは後継 fí'怖で、 lO 午後に{ま60ï]lf の

l出家がリ〉のーの20併に激ìJ，~するという 子 iWJが山た。 山 IWtil)で

は65，;;'長以 I~.の人 11 が40%を ，也えた地|ズ もある 。 危機J惑をちっ

た IlI fが選択したのが、ハ!l)5.<.、栄治ーごとの地域社会 I li t/l1築への試

みだった。

「村づくり委民会J が弁士山 |ズ(1 6地似のうち 12地|引にMI織さ

れ、それぞれの地 |ポで地元の課題を|何らかにし、ワークショップ

動きがL 、く つも生まれている r. jl;~行j山 I~ではfJ:民 IJ\ rï の干'1 líU会

社 r 'l;~' 占村岱 (i 1;雪 li\ J がIJ↓J.ì立、行I)~!也 I l{には I tこにうちファー

ム・ lII'J':ïi仰が誕' 1二 した、人+イ行J&を迎して'1:.まれたl絞り組みで

ある J

行政主導で始まった火山川 の人づくりは、住民のなかにある

内発 I'I~ な力の発仰を l)f した。 1' 1 ら考え i JUijJする住民へ、大町11町

の地域づくりは行政と住民

の協 i動によ る Jf;(り 品11みへと

発W~ しつつある 。 地域のな

かの人をいかに発{Iil\ し肖て

地域を動かすか、 λ;'向 111] の

取り組みは地域づくりが抱

える棋大の課題のひとつで

ある|人づくり J の先進 I1"J !...常吉村富百貨店の店内。
なケーススタディである 。 t也元の農産物のほか、日用総資品

がずらりと並ぶ
‘・・・・・ー .... .. ..... . ..... .. .. . ...・ ・.・ ・・・ ・ . ...... . ... . .. .. ..
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地域ぱいま

ミミチ
新宮・東牟婁周辺の経済情勢

新宮商工会議所

事務同長 奥村健二

新自;r�' (立、平!将ie~ 山 県の* î十H自に枚目し、干1.1敬 11 1 ・ 三重県の

県境にあり熊野川の河 IJ に附け前。くから熊野川流域の大森林

地引を背景に木村の集散地として知られ、製紙工場と製材業

が立地し半嬰なI白砂'~Jtí~ ~~として発展してま いり ました。 又、

県下2酢1:1 の市政を施行するなど紀前にお(す る qJ心部市として

今[1 に亘っております。

11'6';長界においては、県内はち とより 二ili 県、余良県の接点

となっている為、その経済問はり古墳をi也 え ，Ii~i. j註 f向な状況より

独 |主!の陶闘を形成しております。 I担般商品について も多彩で

卸売業が大きなウエイ ト を ，lj めて い るほか、こうした環境か

ら小J己主主については古くより 11W店街組織が発達 し特l\dH.見限で

は娘のない発展を続けてまいりました。

しかしながら、近作、長W.J不況に加| え、外科の人向等の!影

響により キI l ìXいで大手製紙工場が撤退するなどかつて |箆J磁を

締めていた地場泌業も衰退の状況にあり、 加えてパブ)レ)Mf袈後、

距なる大型店の 1+'，)，17 ・ 1自 j末、又後継苗不足、 人口の減少等の

要凶により尚凶i:fi においても宿店舗Iìが増 JJI] 、 J1"問販売額ち大

きく減少し問J;t"t11i機能を失いつつあります。

このような状況 下の巾、 II'J:午、新宿mにおいて 「新富市中

心di街地活性化以本計耐i が策定されました。 この計闘は [街

の顔]としてのかつての「阪わいののある q ， 心市街地j の間

生を目的に d j民と行政が協働して 地域間有の資似を出し、魅

力と版わいのあるまちづくりに収り品1:1 もうとするむのであり

ます。 X、今午、この百十闘を受けて ~ Imx会議所で新富市尚

業タウンマネー ジメン ト オ|・阿掠定*æを実施 しており、 rl1心

市街地区域内の8つの商店街・ |す|体が I~I 分の手でイnJかを創り k

げて行こうと考え取り組んでいるところでございます。

地方において分権力lm~ ばれ、 ïlí lllJ村合併・地域間競争の激

化など今までない動きが急;速に .ìffi J弘、全ての而で転換}り!を 101

かえております。 今、求められているちのは!Wi新的な発赴! と

行動 )Jであります。ー・方、我々だけでは能力的にも限界があ

り専門的なま11識が必要となってくるものも現実ではないでし

ょうか。 そう いっ た小、 !主 -宵・ 学が一体となった 「きのく

に活性化センターj の訟なは非常fに心づよく大きなWJ筒、を笥

せているところであります。

イーハトーブを我が里に
《田辺市よ秋津》

1l!i4~型地方指導農業土 原 秘男

洪水のように輸入される低悩給、多品 l二|の農畜産物の影響は、

我が紀綱地方特障の柄、みかんにと っても例外ではありません。

こ の大きな服史の変革の時によほどの発想の!I!ïl J梨と決断をし

なくてはこの荒波は乗り切れまいと思います。

私共の盟は1f政に頼らない“むらっくり"活動が活発であり、

平成8作・~かなむらっくりで

“天皇杯"を受けました 。

先人述の山のにじむ努力と

住民キ.噂の取り組みが評価

されたものと忠、いますが、

全く 1!l.~名だ っ たむらに全問

から 悦祭出が訪jし多くの方々

と熱い砂:を語り合う事カ{H~米、

その結羽毛むらに糾しい胤がドウーと吹き込みました。集1搭排水、

臨村センター完成、花まつり 、夏まつ り、登 111 マラソン、 秋

津野ラジオウオーク、いきいき 1陛際学習羽生=活発な公民館活動、

;f1(津野合 H日同等色んなイベン ト ち前発であります。 又地l或

に埋もれた足並品の掘り起こしや情初発信、老人の生きがし 、の

Iめけになれ{ぎと補助金は受けず3 1 名、 3 1 0万円の 11'， 資余で

プレハブ 1 0坪の直販所“きてら"をとy:)来 1 QJF5月にオープン
しました。 1 5%の手数料でJ:秋津地区の司I~でも出荷できる 。

採りたて野菜、 |四季の拠物あり、ムモ1:の力1 1工グJレープも誕生

しました。米作には析しい施設が完成し、移転するこ とにな

っています。

“地Jl1~地 i向"とか“身上不ブ。そのltll で; ~*れた農産物を食

べるのが一番体に良い、 というあと判l しもあって売 t金は3作

1-1 は3000万 円 をオーバーする勢し、で、地峨の人と人、 消費者

と生産百とのふれ合いの場としてもその役目を果たしつつあ

ります。

日火作地区は、 かつて540戸だっ た純出家が千戸に近づく

現状で、激 し く i昆 {主化が進んで't 、ます。

そうしたなカーで 1 Q ・fド20年後、 山村としての l二秋涼はどうあ

るべきか、マスタープランづくりと児休化に向けて1沈 滞!lfflIlJ 
と平II ~r'( lll 大宇の教員が名分担fから訊i脊研究を進めています。

1!~ ，H・、良栄ち臼 131 との共生を大切にし、むらの興業税の方々

と討をょせ合いながらお金や物でない、ゆとりと安らぎを >Jと

めそこに住む皆んなが幸せに界らせるむら、秋津野の盟企{4;

が問防1~~ JJ，\jを持った公閑として、グリ ーンツー リ ス。ムも念頭

に者1\ ,Ií if'� yJi .f::í' との交流も出来たら...。 宮沢賢治がH筒えたJJIl念!

の盟“イーハ トーブ"を我が虫に。時く大変な 1時だからこそ、

その37:は大きく持ちたいと胤っています。

開醜購翻臨踊同町四幽明田郡開設版部数階以 ド 九円九へ 勺初旬開問問1liU:?W7&L下1 ィ I



間百爾Rl扇沼田111~lia'間前富岡現鵬輔醐鵬願期鞠嗣瞬間::州事!糊酬関甑!

φ轡@通露各襲撃⑧事号す③
ー儀委金&命震~&③絶域鎗@事懇寝

紀f.t4J仮の新IUJなどで、 「品、のJt白tを採していますJ

| お年寄りに教わろう J なとと い う ffH'， しをご覧

にな ったことがないだろうか。私の liJf'究家{教fi

')~1刊の n 本史研究常}のw.;Jt11'活動そ報じてくれた

記事である。ゼミ の~{:~t20人程がグループに分か

れて、跡地の )1・Jl\.!や壬i造物を~~悲して、伎作業中

の』山総 tれ)ζ川削の通例;(あだ名 j を 1m ~If'lる 。 この

ような野外訓伐を、和大に赴任してから 6年附く 和歌山大学

りかえし実liíJlしてきた 。 3年桜 Iltrからは、文部宇| 教湾当学部助教疫
学作および県文化財制心の{削授で、 Wi ;'(jl fIJf' 市 1M・津 一朗

になるo 私のゼミでは、この作業をくりかえし行っているわけて'ある 。

防部11fT ，南部川村には、その lJt前月1;41:という I'; :jyrf 1 1 1 金流11 111争守の~l:聞が

あり 、大平洋海道iを使った I対*地方からj丘絞への入 り 1 1 の滋IIfl と して大

繁栄した際 Lどがある a それだけに、村IlIl 域内には ' 1 '111:の村役の石 川1や、

I~ー燃 のJ!1! 'fi';11~ を納めたf~;!J'j~など、ほかでは兄られないj山知が多い。

そればかりか、 800年前の 一|ー 士山台 l岐にでてくる地おの火、1" が、 芳HEでも

お年締りの，記憶の 1 いだけに伐っている 、 お年海ゅの壊fl~1íす る 「ホージJ

という IIfl き 。慣れな い言語~が、 卜')由境界を〆1ミサ吋 1 1ぜJiであっ た ことを芦11 っ

たと き の19iï"~は今も ，忘れられないι[ 11 本史はmj~c ちのだJ と忠っている

乍~I~たちにとっても、 [)j.i;)l:il の歴史なんて r1 分の生i山ζ |品1{系な L リ と 討つ

日1;川村に人りぴたりである! ていた地元の7'Jにと っても、 'I1 11t の ltt !iCが今につながって いることをうE

日4'~研究室の刻伐というと l日米の十殺を聞けて I~Î文:I?や仏像を誠|育 児することは大きな悦きであり倣びのようだ。

するというイメージがある r だが、 ffl歌山県の紛合、，Iï代 ・ "r tll にさか これまでは、大規織な財閥の変泌を ('1' う !M.~.(商法;cr燃やþlil踏み強制7j1Ø草)

のぼるJ!E聞のJ~~飢がよく政されており、巾 Il tの胤討を体感できる数少な の緊急調査、受身の調tJ.ばかりどった。 き の く に t;Ii 'l:'J:化セ ンターと い う

L 、地域として全1:111 1こ名尚い。銭前lを |斗現するためには、 古文 Jl?だけでなく、 拠点がて'きたので、 rl' 1立のMl以内収を生社li"β到のj窃や地域ikl'l:化につな

地名や地WII 、 (-ÎJã物など r 1 '.地 fこ刻l ま れた照.lt l を読み解くことが必安 げていくプランを秘主!日(1'，)に拠汗していきたい 。

き@谷信組画批忌多従夕日似認切温~
包囲盟国

高等教湾機関コンソーシアム和歌山の公開講座(ぎのくに活性

化センター後疲)が、 f紀雨を循環型社会のモデル地域にJ を総合

テーマに 、 9同 7白から 1 0月5日までの毎土曜日五回にわたって

関かれました。

この講座は、田辺市 (6用 -7同)に続くもので、新宮地i或職業

訓練センターで開催され、受講者は熱心に議師の諾に葺を傾けて

いました。

受講者の多くは新富市と東$~草地域の住

民で、すべての読座を受講した人も少なく

あり ませんでした。

~""ゆノ

その中で、 9月 1 4臼 2回目の読箆の講師

を務めた和歌山大学教育学部の池際博行教

授は、木材資源の有効な利問方法やすばら

しさを説ぎながら、 r*2.南地主義はその土地の

90%が森林で、豊かな資源に恵まれている。

緑盟かな「木の国j に誇りを持ってほしし、j

と述べた。

和歌山大学
教青学部教授

池際 |専行

公開講陸のテーマと講師は次の通リ。
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2再A回半!事14+9向 b8 f土)

f廃食油の活用とバイオ・デイーセル燃料j

手口敏山工業高等専門学校叙授 陥 ~~ j投
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[地t覇地消の組織化と食の安全j
初鰍山f音波女子短i混大惨殺授 市i I.fJ 餓

関西住宅会議和叡山セミナー開催
rj:也I或の資源と文化を活かす住まいづくり・コミュニティづく り J をテーマに、

10用 1 2 ・ 1 3 日の雨目 、 田辺市にある元防邸宅主会場に、関西住宅会議和歌山セ ミ

ナーが聞かれま した。

これは関西地方で住宅問題や住環境など

について研究している大学教授や研究者ら

で組織する関西住宅会議がきのくに活性化

センターの後媛で聞いたもので、 和音R山大学、

神戸大学、 京都府立大学の教員や学生のほ庁、

地元市民ら約60人が参加しま した。セミナ

ーでは、 きのくに活性化センター企画運営

委員の鈴木俗範氏和教山大学経済学部助教授が r!也戚づくりへの得点一紀州力、ら

の展望j と題して基調講演をしたあと、パネルデイスカツシヨンが行われました。

パネ リ ス トは龍神村森林組合組合長松本健氏、 山長商店主専務援本淳一氏、建築家

中村伸吾氏、西降工務店社長西峰宗氏の4氏で、 コーデイネーターは京都府立大

学の竹山清問教授がつとめました。

この中で、松本さんは | 下流に住む人たちは山林づく りのありがたさがわから

ない。木造住宅を建てて木材をj活かしてほし L 、j と述べ、川上の立I易から都市住

民への理解を訴えました。また復本さんlま r*が山にいっぱいあるのに思うよう
に使われていない。 林業活性化は地域活性化につながるj 、西陣さんは | 今、経

済が循環していないので山に手を入れられない。経済と生活を媒介と して町と山

ぞ密接につなげ主よくては、 補助金やボランテイアなとて・はl!i.ït.琵保会はできないl

と述べ、木を活用するととの大切

さや木の家が持つ魅力を諮り 、 林

業の活性化が地域や経済の活性化

につながると強調しま した。そし

て中村さんは f和教山はもとより 、

日本はもっと木材を利用していか

なければならない。自然素材を活

力、した家づく りが大切であるJ と

話 し、 ) 11上の山村と川下の都市を

結びつけるシステムこそが重要だ

と指摘しました。
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似畠舗についてできるおl湘づでいただく目的で、飯沼行っ

た暗1紫(狙EIIJ!1書道袋庇恩来 l量悦1Ij;費量3薮紹介してい去す

また. [1担l器はいまj と I研究努力、らj のコーナーを殺I"}、

地域の熊と和獄山大単数ぬ0íG溺J1!lij確に関わる耳!究をお

伝;(.1/'るのが目的でず時
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話.~gSで(誌、これからも燦々ì'(!:ニュmスを取り Jこげて

いく予定です. ご銭箆や情報のIJilt闘をお待ちしています.
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